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研究成果の概要（和文）：本研究では、１）多目的ファジィランダム計画問題に対する線形計画法に基づく対話型ファ
ジィ意思決定手法、２）共分散を考慮した多目的ファジィランダム計画問題に対する凸計画法に基づく対話型ファジィ
意思決定手法、３）階層型多目的ファジィランダム計画問題に対する線形計画法に基づく対話型ファジィ意思決定手法
、４）共分散を考慮した階層型多目的ファジィランダム計画問題に対する凸計画法に基づく対話型ファジィ意思決定手
法、をそれぞれ提案した。

研究成果の概要（英文）：In this paper, we focus on multiobjective fuzzy random programming problems and hi
erarchical multiobjective fuzzy random programming problems, and propose four kinds of interactive fuzzy d
ecision making methods to obtain a satisfactory solution of the decision maker(s). In the proposed methods
, it is assumed that the decision maker(s) has(have) fuzzy goals for not only permissible objective levels
 of a probability maximization model but also permissible stochastic levels of a fractile criterion optimi
zation model, and such fuzzy goals are quantified by eliciting the corresponding membership functions. The
 satisfactory solution is obtained on the basis of linear programming or convex programming technique.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 

1. 互いに相競合する複数の目的をバランス

よく最適化しようとする多目的計画法に

対しては、理論のみならず現実の種々の

意思決定問題への応用に関する研究が活

発に行われてきており、数多くの成果を

上げている。しかし、現実の意思決定問

題を表す数学モデルには確率的不確実性

や人間の主観的判断の曖昧性が含まれて

おり、これらの曖昧性に対処すべく確率

計画法やファジィ計画法の拡張と考えら

れる多目的確率計画法や多目的ファジィ

計画法に関する研究が行われてきている。 

2. また、現実の意思決定問題では、しばし

ば、立場の異なる意思決定者が複数存在

しており、各意思決定者がそれぞれの選

好判断に基づき独自の目的関数を最適化

しようとするとの観点から、意思決定者

間の協力関係を前提とした満足解を導出

するための多重レベル計画問題に対する

ファジィアプローチが提案されてきてい

る。しかし、3 人以上の意思決定者を含

む場合に対しては、満足解を導出するこ

とが困難であるという問題点があった。 

3. 一方、近年、確率的不確実性と主観的判

断の曖昧性を同時に組み込んだファジィ

ランダム変数と、ファジィランダム変数

係数を含む多目的計画問題に関する研究

が活発に行われるようになってきている

が、ファジィランダム変数自体の複雑さ

に依存して、取り扱い可能な問題に変換

するために意思決定者が数多くのパラメ

ータをあらかじめ設定しなければならな

いという重大な問題点が残されていた。 

4. 本研究では、このような問題点に対処す

べく、意思決定者がただ一人である場合

の多目的ファジィランダム計画問題と、

複数の意思決定者が関与する階層型多目

的ファジィランダム計画問題に対する対

話型意思決定手法を提案する。 

 

２．研究の目的 

本研究では、確率的不確実性と主観的判断の

曖昧性を同時に組み込んだファジィランダ

ム変数係数を含む（階層型）多目的計画問題

に対する意思決定者の満足解を導出するた

めの対話型意思決定手法を提案する。通常、

不確実性を含む多目的計画問題を取り扱う

際には、意思決定者はあらかじめ数多くのパ

ラメータを設定しなければならない。提案手

法では、意思決定者が主観的にパラメータを

設定するのではなく、最適化を担当するコン

ピュータ側が適切な値に自動的に調整する

ことにより、意思決定者の心理的負担を減ら

すことも目的の一つである。研究対象とする

多目的計画問題は以下の４種類である。 

1. ファジィランダム変数係数を含む多目的

計画問題 

2. 共分散の影響を考慮したファジィランダ

ム変数係数を含む多目的計画問題 

3. ファジィランダム変数係数を含む階層型

多目的計画問題 

4. 共分散の影響を考慮したファジィランダ

ム変数係数を含む階層型多目的計画問題 

 

３． 研究の方法 

1. 多目的ファジィランダム計画問題を取り

扱い可能な問題に変換する際、一般に、

数多くのパラメータを意思決定者が前も

って適切に設定することが要求される。

このような数多くのパラメータの設定は

意思決定者に多大な心理的負担をかける

だけでなく、もし設定が適切でないと不

確実状況を適切に反映した満足解を得る

ことはできない。一方、現実の意思決定

問題をファジィランダム変数係数が含ま

れる精緻な数学モデルとして表現するこ

とによって、意思決定者が設定すべきパ

ラメータの増大は避けられない。ここで

は、意思決定者の心理的負担を軽減する



ための、ファジィ理論に基づくパラメー

タの自動設定を行うアルゴリズムの開発

も同時に行う。 

2. 定式化された多目的ファジィランダム計

画問題に対して、モデルに含まれる確率

的不確実性や主観的判断の曖昧さ、およ

び、意思決定者の主観的判断の曖昧さを

考慮した満足解を導出するための対話型

意思決定手法を提案する。多目的ファジ

ィランダム計画問題において、ファジィ

ランダム変数係数を構成する確率変数間

の共分散を考慮する場合としない場合に

分けて、それぞれ、対話型アルゴリズム

ムを開発する。 

3. 階層型多目的ファジィランダム計画問題

を定式化する。対象とする意思決定問題

は、単独の意思決定者により構成される

多目的計画問題とは異なり、階層構造を

有する複数の意思決定者により構成され

る意思決定問題であるため、各意思決定

者単独の目標達成要求とそれ以外の意思

決定者の要求をどのようにバランスさせ

るかという重要な問題点が残されている。

このような問題点を解決すべく、意思決

定者間の意思決定に関する階層性を反映

する決定力係数の概念を導入し、同時に、

複数の意思決定者により構成される多目

的計画問題に対するパレート最適解の概

念も定義する。設定した決定力係数に対

応するパレート最適解を求めるための最

適化問題を定式化する。同時に、各意思

決定者があらかじめ設定しなければなら

ないパラメータを適切に自動的に設定す

る方法も検討する。 

4. 定式化した階層型多目的ファジィランダ

ム計画問題に対して、各種不確実性、各

意思決定者の選好構造、および、意思決

定者間の階層性を考慮した満足解を導出

するための対話型意思決定手法を提案す

る。 

 

４． 研究成果 

1. 多目的ファジィランダム計画問題を取り

扱い可能な問題に変換するために、確率

最大化モデルにおける許容目的レベルと

満足基準最適化モデルにおける許容確率

レベルに対するファジィ目標をそれぞれ

メンバシップ関数により設定した後、フ

ァジィ決定に基づく統合メンバシップ関

数を定義した。定義した統合メンバシッ

プ空間上で定義される任意のパレート最

適解においては、意思決定者があらかじ

め許容目的レベルや許容確率レベルを設

定する代わりに、自動的に適切なパラメ

ータが設定されるという大きな利点があ

る。 

2. 多目的ファジィランダム計画問題に対し

て新たに定義されたパレート最適解集合

の中から意思決定者の満足解を導出する

ために、ファジィランダム変数間の共分

散を考慮する場合と考慮しない場合に分

けて、それぞれ、非線形計画法に基づく

対話型アルゴリズムと線形計画法に基づ

くアルゴリズムを開発した。提案した対

話型アルゴリズムでは、意思決定者が基

準メンバシップ値を設定すれば対応する

満足解の候補が得られる。 

3. 階層型多目的ファジィランダム計画問題

を取り扱い可能な問題に変換するために、

確率最大化モデルにおける許容目的レベ

ルと満足基準最適化モデルにおける許容

確率レベルに対するファジィ目標をそれ

ぞれメンバシップ関数により設定した後、

ファジィ決定に基づく統合メンバシップ

関数を定義した。定義した統合メンバシ

ップ空間上で定義される任意のパレート

最適解においては、各意思決定者があら

かじめ自身の許容目的レベルや許容確率

レベルを設定する代わりに、自動的に適

切なパラメータが設定されるという大き



な利点がある。 

4. 階層型多目的ファジィランダム計画問題

に対して新たに定義されたパレート最適

解集合の中から意思決定者の満足解を導

出するために、ファジィランダム変数間

の共分散を考慮する場合と考慮しない場

合に分けて、それぞれ、非線形計画法に

基づく対話型アルゴリズムと線形計画法

に基づくアルゴリズムを開発した。提案

した対話型アルゴリズムでは、各意思決

定者が基準メンバシップ値のみならず自

身の決定力係数を設定すれば、対応する

満足解の候補が得られる。 
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